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血清AはBlue starchì法による総アミラーゼ活性と， Cellulose acetate電気泳動法によるアイソザイム
比より算出した。血清L はBALB-DTNB法により測定した。血清T， E はそれぞれへキスト社，ダイナボ
ット社製のキットを用いてRIA'乙て測定した。
4. 各停酵素の血中半減期の算出










1. 血清 L ， T は全例にてERP後15分に頂値をとり， A , E より早く減少した。 Aは 1 例を除いて 2 時
間後に頂値をとった。 E を測定しえた 7 例については 3 例で15分後に， 4 例で 2 時間後に頂値をとった。
2. ERP後における血清 L ， T , A , E 最大値の検査前値 lに乙対する平均増加率は，それぞれ 3剖1.8 土 1凶8.5
20.8 土 1日1. 5 ， 10.5:1 4.3 , 4.0 土 0.6 f音 (M匂ean :l:: S.D.) であつた0






2. ERP後の血清騨酵素の上昇率は Lが最も高く，続いて T. A , E の順であった。
3. ERP後の内因性勝酵素の血中半減期は E が最も遅く，続いてA ， T , L の順であった。
以上ERPをモデルとして，各種醇酵素の血中動態の違いを明らかにした。
論文の審査結果の要旨
勝酵素の血中動態に関する研究は今までほとんどが動物実験によるものであり，ヒトにおける研究は
みあたらない。本研究は内視鏡的逆行性醇管造影時に牌管内圧が上昇する乙とにより梓酵素が血中に流
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入する現象に注目し，内視鏡的逆行性牌管造影後における種々の内因性醇酵素(アミラーゼ， リバーゼ，
トリプシン，エラスターゼ 1 )の血中動態を詳細に比較検討し，特に各種醇酵素の血中半減期の違いを
明らかにしたものである。乙の成果は各血清勝酵素の診断的有用性および騨疾患の病態を理解する上に
貴重な情報を提供するものであり，学位 i乙値すると考えられる口
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